平成３０-３１ 白根巨摩中教育の方向性

校訓　創る
学校教育目標
思いやりの心と主体性・創造性を備えた巨摩中生の育成
・強い体と心をつくる（心身の調和的発達）　　　　昭和３５年～
・すなおに見聞きし，考えて行動する（素直さ，考え意見を持つ力，実践力）
・美しいものを愛し，自分で創りだすよろこびを知る（本物・本質志向，創造力）
・働くことを好み，力を合わせてがんばりぬく（貢献，協働，努力，粘り強さ）
達成のために　①見える化（取組ベクトルの一体化）　②徹底
○○を創る

＊自分の意見を創る。自分の授業を創る。自分の部活動を創る。自分の合唱を創る。
　自分の生活を創る。自分の納得解を創る。自分の人生を創る。自分を創る。

＊自分たちの合唱を創る。自分たちの桃響祭を創る。自分たちの表現を創る。

　自分たちのクラスを創る。自分たちの部活動を創る。自分たちの学校を創る。

＊自分の頭で考え，自分の言葉を喋る。

＊「授業が楽しい」という子どもたちを創る。（安心して，失敗＆チャレンジできる学校）
＊情報や考えなどを的確に理解し，判断の根拠や理由を明確に示しながら，自分の考えを
述べることができる資質・能力と態度を備えた子どもたちを創る。

＊知識と知識をつなげられる，知識と場面・状況をつなげられる子どもたちを創る。

＊「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。

　　 何を学ぶか→どのように学ぶか→何ができるようになるか（確かな学力・創造力） ※評価の充実

＊「言葉で対話し，文字で振り返る活動」の推進・充実を図る。

　　 学んだことを伝える，授業作文，レポート，記述式問題，ノート・プリントのまとめ，成果物
＊わかって楽しい授業を創造する。

＊ユニバーサルデザインを意識した授業を創造する。
＊深い教材研究を行い，「発問や課題（活動）の工夫」を図る。
＊学校＝○子どもたちが学ぶところ　△先生たちが教えるところ

＊学校＝子どもたちが，どうしたら幸せになるかを考えられるようになるところ

＊「創る」ことによって，私は機械的人間ではなく，人間的人間にれたような気がする。（Ｓ50.3.15）

＊私は慣らされる人間ではなく，創造する人間になりたい。私自身になりたい。（Ｓ44.1.2）
